
多賀城市災害対策本部からのお知らせ
平成２３（２０１１）年４月７日（木）午前９時発表

多賀城市内の被害状況
・死亡者 １７７名
（内訳）男性 １０９名

女性 ６８名

・行方不明者 １５名
・避難者数 １，６６４名
（避難所数 １０箇所）

・避難所での配食者数 ３，５８８名

菊地健次郎市長から

◆ 今朝の河北新聞に今回の地震により２４メートル以上海底が動いたという
記事が掲載されていましたが、改めて相当な大地震だったのだと思いました。
また、東京電力の福島原発の問題がなければ、各自治体における復興も、

もっと早かっただろうなと感じています。
一昨日、太宰府市の井上市長が来庁して励ましの言葉をちょうだいしたと

ころですが、今度の土曜日には富山県高岡市の高橋市長がいらっしゃる予定
です。

また、静岡県伊豆の国市長やソニーの中鉢元社長もいらっしゃる予定です。
全国の色々な方々とつながっていることを実感しておりまして、そうした

「絆」や「縁」というものを大切にしながらみんなと一緒に乗り切っていき
たいと思います。

国土交通省から

◆ 仙塩浄化センター及び八幡雨水ポンプ場のポンプ車については、正常に稼
働しています。

自衛隊から

◆ 本日も八幡神社周辺を中心に行方不明者の捜索活動を行います。
◆ 旧長崎屋跡地で入浴支援を実施しておりますが、昨日は３００人弱が利用

しました。ちなみに、沖縄の部隊が入浴支援に当たっています。



警察から

◆ 昨日、多賀城市内で遺体は発見されませんでした。
◆ 本日も継続して行方不明者の捜索活動と管内治安維持のためのパトロール

を行います。

消防署から

◆ 本日午前３時７分に旧ソニーグラウンドで自動車火災が発生しました。午
前９時３０分から警察と出火原因等について調査を行います。

◆ 昨日は、１０件救急搬送しました。

◆ 昨日もドラム缶などの回収を行いましたが、これまででＪＸで１，６００
本、消防で５００本、災防協で２００本の合計２，３００本を回収しました。

◆ 本日、午前９時からヤマダ電機の建物下に入り込んでいるＬＰＧタンクロ
ーリーを引き出すため、警戒として車両２台を待機させます。

消防団から

◆ 昨日の午後に、入浴支援に関する巡回広報を行いました。
◆ 本日は、ヤマダ電機のタンクローリー撤去に当たって第５分団が対応しま
すが、その他は、本日も分団自宅待機とします。

市役所から

◆ 宮城県と協議した結果、撤去した自動車の仮置き場として、大代緩衝緑

地公園の多目的広場にも置けるようになりました。
◆ 八幡ポンプ場の復旧について、本来であれば公的機関からの被災した証明
が必要ですが、国と県で方針が決定されていない中で、待ったなしの状況な
ので、修理に着工することとしました。

◆ 避難所の再編に関するアンケート調査の結果、概ね第一希望どおりに移動
出来ることとなりました。
文化センター ６００人
総合体育館 ５００人

山王地区公民館 ８０人となる予定です。
なお、３会場に洗濯機と乾燥機を１５台設置することとなりました。

◆ 宮城県に廃棄物処理の委託を行うこととしていましたが、宮城県も受託し
ました。

◆ 本日も、山口県宇部市、防府市及び長野県安曇野市から協力をもらって給
水を行うとともに、未通水地区についても一日も早く復旧するよう努力しま
す。

◆ 避難所の再編については、４月９日（土）午前８時から移動を開始し、午



後３時に終了する予定です。

移送については、市のワゴン車、議会のバスなどの他、自衛隊から２０人
乗りの幌車を３台手配してもらうこととしております。
また、災防協のトラック３台で避難者の荷物を運ぶこととしております。

◆ 総合相談窓口には、昨日１３６件の相談があり、４月１日から延べで７７

９件となりました。東北財務局に関する相談が６件、法務局に関する相談が
６件、弁護士相談が９件、社会福祉協議会の融資相談が４５件でした。

◆ 二次避難については、４月９日（土）に避難所再編が終了し、落ち着いた
段階で避難者の意向確認を行うこととします。

◆ 昨日も全国から多数の支援をいただき、本日もたくさんの支援を予定して
います。

◆ 今日から４月１５日（金）まで、静岡県伊豆の国市のコインランドリー業
者さんが大型洗濯機を搬入し、避難所で洗濯支援を行うこととなりました。


